
鳥取県企業局経営プラン（H29～H38）事業別経営計画の概要 

 

 
 工業用水は「産業の血液」として県内産業経済の振興に貢献。 

 工業用水道の需要が低迷する中、工業用水利用企業への支援制度の拡充や工業用水のメリットＰ

Ｒ等による積極的な営業活動により新規需要開拓に一定の成果もあるが、既存のユーザー企業か

らは、コストの削減や水リサイクル技術の向上などを理由に大幅な減量要請があり、依然厳しい

経営状況。 
   
 
 
   
                
         
  
 

１ 新規需要開拓など工業用水の利用拡大   

    ⇒大口ユーザー企業の大幅減量などにより依然経営状況が厳しい中、持続可能な経営の確保に向

け、一層の新規需要開拓に取り組むとともに、未利用水の他用途への活用検討が必要。 

         

２ 老朽化施設の長寿命化による安定供給 

    ⇒工業用水の安定供給に向けて、老朽化が進む日野川工業用水道施設について、耐震化を含めた

長寿命化対策を検討し、計画的かつ着実に進めていくことが必要。 
  

３ 持続可能な経営の確保 

    ⇒工業用水道事業は、地域経済を支え、雇用を守る社会インフラとしての機能を有しており、 
将来にわたり安定供給されるべきであるが、鳥取地区工業用水の大幅な赤字など依然として 

厳しい経営状況が続いており、持続可能な経営の確保に向けて、他部局とも連携しながら一般会

計からの財政支援の制度化やＰＰＰ／ＰＦＩ手法など民間経営手法の導入検討等、抜本的対策の

検討が必要。 

 

    
                           
 
 
 
 
 
  
１ 経営（数値）目標 

    
 
 
    
  
  
 

 

 

 

①新規需要開拓 鳥取地区 計画期間中   ５００㎥／日（１０社） 

日野川 計画期間中 ２,０００㎥／日（１０社）  

②施設の適正管理(日野川) 計画期間中    ８０箇所の漏水対策／年  
③経常収支比率 各年度の財政計画に基づく数値 

鳥取県企業局経営プラン評価委員会の評価 

現 状 

課 題 

次期プランでの経営改善の取り組み 

工業用水道事業 



 

２具体的行動計画    
  
（１）新規需要開拓と未利用水の活用 

  ①新規立地企業等への積極的な営業活動  

     県関係部局、地元市、経済団体等と連携し、企業の新規立地等の動向を把握し、工業用水の利

用の可能性がある企業への戸別訪問など、適時・適切に積極的な営業活動により新規需要の開拓

を図る。 
また、工業用水道の利用企業への支援制度についても、現在工業用水の新規・増量利用に係る

場内配管等整備への支援制度（鳥取県工業用水利用促進事業費補助金）に加えて、浄水器などの

機器においてはリースによる導入も多く見られるため、補助対象をリースにも拡充するとともに、

今後とも企業ニーズを適宜把握し、必要に応じて新たな支援制度も検討し、更なる需要拡大に取

り組む。 
 

 ②未利用水の活用 

     日野川工業用水の水利権（ダム使用権）の取扱いについて、引き続き国土交通省と協議・調整

を行い、工業用水の将来的な需要動向や河川整備計画に基づく国の調査検討結果を踏まえ、必要

に応じて給水計画を見直しするとともに、水利権の有効な利活用方策等を検討する。 
 
 （２）工業用水施設の適切管理と安定供給 

老朽化が著しい日野川工業水道は、耐震化を含めた長寿命化対策を検討し、今後の方向性を決

定した上で、具体的な取組を計画的に着実に実施する。 
また、既存施設の止水バンド等による漏水対策についても計画的な修繕に努め、工業用水の安

定供給に努める。     
なお、鳥取地区工業用水道は、施設が新しく比較的健全性の高いことから、当面は施設修繕等

により安定供給に努める。 
   
 （３）経営改善に向けた抜本的対策 

     工業用水道事業は依然厳しい経営状況であり、当事業単独では水需要の低迷により早期の抜本

的な経営改善が困難なことや、今後老朽化施設の長寿命化対策に要する費用への対応も必要であ

ることから、国補助制度の有効活用や利用料金の見直し、他部局と連携した一般会計からの支援

の制度化等の財源確保策を検討するとともに、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法など民間経営手法の導入、近

隣事業者との連携による広域的運用等による抜本的対策を検討する。 
 


